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船舶ビッグデータ活用のニーズ 

役割 機能 船舶IoT、ビッグデータの活用例 

船主 
技術管理 

• 安全管理・事故防止 
• 船体・機器の保守管理 
• 環境規制対応 
• 船体・プロペラクリーニング 
• 改造・レトロフィット 

新造船 • 設計最適化 

オペレーター 

運航 
• 省エネ運航 
• 安全運航 
• スケジュール管理 

船隊整備 
• フリート計画 
• サービス計画 
• 傭船 

造船所 
就航船 • 運航時のパフォーマンス分析 

新造船 • 設計最適化 

メーカー 保守管理 
• 遠隔状態監視 
• 遠隔診断 
• アフターサービスサポート 



背景と目的 

◎船舶の安全かつ効率的な運航を実現するためには 

  ・航海、機関、船体及び気象海象等、多くのデータが統合化され、 

   これらのデータを有機的に結合し活用することが重要 

  ・しかし、現状は、異メーカー、異システム、異機種の壁に遮られ、 

   実現が容易な状況にはなっていない！ 

 

 

☆異業種向けシステムとの情報統合化も想定し、 

 異機種間での情報統合化を可能にするための船内及び 

 船陸間の情報インフラを構築、標準化 

☆船内、船陸間の情報統合化システムを試作、それらを用いた 

 実船搭載試験を行い、情報統合化の有用性を確認 
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研究開発後の将来 
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船陸基盤の概念 
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活動内容① 

 スマートナビゲーションシステム研究会 
 参加社 

 参加企業：27 社 

 オブザーバー：9 社 

 実施期間 

 2012年12月～2015年3月 

 JSMEAとClass NKの共同プロジェクト 

 成果 

 船内データサーバの設計仕様書 

 内航船2隻での船内データサーバ実船搭載試験 

 船陸間通信オープンプラットフォームの設計 

 ISO NP19847 / ISO NP19848の提案 



実船搭載試験 (2014) 
Ａグループ 
 就航済みのフェリー 
（商船三井フェリー㈱殿の所有する「さんふらわあ しれとこ」） 
 （約11,000ＧＴ 全長190ｍ） 
 ＜試験対象機器＞ 
  ・データロガー  ・ＥＣｏＲＯ（ウェザールーティング） 
  ・軸馬力計  ・バラストコントローラー 
  ・エンジンリモコン  ・ＣＰＰリモコン  ・動揺センサー 等 

Ｂグループ 
 新造船のタンカー 
（旭タンカー㈱殿の所有する「新旭東丸」） 
 （約3,600ＧＴ 全長105ｍ） 
 ＜試験対象機器＞ 
  ・データロガー  ・ＥＣｏＲＯ（ウェザールーティング） 
  ・荷役制御盤  ・ＥＣＤＩＳ  ・レーダー   
  ・ＡＩＳ  ・エンジンモニタリング 等 



活動内容② 

 新スマートナビゲーションシステム研究会 
 参加社 

 参加企業：38 社 

 オブザーバー：10社 

 実施期間 

 2015年8月～2017年7月 

 実施内容 

 コンセプトのプロモーション活動 

 マーケティング活動 

 実用化仕様策定と試設計 

 国際規格化 – ISO DIS19847 / DIS19848 

 広報活動 





組織体制 
順不同・敬称略 

研究会全体会議 

 

ステアリング委員会 
 

大きな方針の策定 

内外関係先との調整 
各チーム間の調整・管理 
 
 

メンバー：座長、各チームの 
リーダー、舶用工 

 

ISO審議プロセス対応 
 

 ISO/TC8/SC6/WG16 
 Convener, expert 

(諸野氏、安藤氏、山田氏) 
 

船技協(航海分科会) 
(諸野氏、山田氏) 

スマナビ研コンセプト 
実用化推進チーム 

(マーケティング・チーム) 
 

◎MTI 安藤氏 
○DU 藤井氏 

○東京大学 稗方氏 

スマナビ研コンセプト 
実用化仕様策定と試設計

チーム 
 

◎NK 森谷氏 
○NK 池田氏 
○JRCS 中野氏 

国際規格策定・ 
国際規格フォローチーム 

 
 

◎寺崎電気 諸野氏 
○渦潮電機 山田氏 
○古野電気 原氏 

プロモーション活動 
 
 
 

（ステアリングコミッティで対応） 

ライフサイクル 
検討委員会 

シップデータセンター 



 

国際規格の範囲 

海上における航海及び無線通信の機器と

それらのシステム（IEC 61162）（ＮＭＥＡ） 

船内機器用情報系ネットワークシステム装備指針 
（制御系は除く） 

船上機械および機器用データ標準 
（ISO１９８４８） 作成中 

実海域データ

共有化のため
の船内データ

サーバー要件 
（ISO１９８４７） 
作成中 



国際規格化の進捗  
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・ISO DIS 19847 
 Shipboard data servers  

 to share field data on the sea 

 実海域データ共有化のための 

 船内データサーバー要件 
 

・ISO DIS 19848 

 Standard data 

 for shipboard machinery and equipment 

 船上機械および機器用データ標準 
 

 

・2018年5月頃 ISO制定予定 



ShipDCとの陸上接続試験 

× 

Ship Data Center 

Weather data 

Data converter Database API 

船 陸 



試験システム構成 



 

 

 

ご静聴ありがとうございました。 


